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介
護
・
福
祉
の
現
場
へ
の
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て 

 
 

介
護
・
福
祉
の
現
場
へ
の
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
を
次
の
よ
う
に
発
案
す
る
。 
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介
護
・
福
祉
の
現
場
へ
の
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書 

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
障
害
者
支
援
施
設
、
保
育
所
な
ど
介
護
・
福
祉
の
現
場
は
、
地
域
住

民
の
多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
地
域
福
祉
の
根
幹
を
担
っ
て

い
る
。
そ
の
内
容
は
高
い
公
益
性
を
有
し
、
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
係
る
報
酬
等
は
、
国
が
定
め
る
公
定
価
格
に
基
づ
い
て
支
払

わ
れ
て
お
り
、
実
態
調
査
等
を
踏
ま
え
て
改
定
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
物
価
高
騰
に
よ
り
、
光
熱
費
、
燃
料
費
、
食
材
費
な
ど
、
日
々
の
サ

ー
ビ
ス
提
供
に
不
可
欠
な
経
費
が
急
激
に
上
昇
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
定
価
格
の
改
定

に
は
時
間
を
要
す
る
た
め
、
現
場
で
は
そ
の
間
、
自
己
負
担
で
コ
ス
ト
を
吸
収
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
性
質
上
、
経
費
を
安
易
に
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
多
く
の
事
業
所
が
厳
し
い
経
営
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。 

ま
た
、
現
場
で
は
、
職
員
の
献
身
的
な
努
力
に
よ
っ
て
施
設
の
運
営
が
支
え
ら
れ
て
い
る
が
、



介
護
・
福
祉
職
員
の
賃
金
水
準
は
、
依
然
と
し
て
全
産
業
平
均
と
比
べ
て
低
く
、
人
材
の
確
保
・

定
着
を
困
難
に
し
て
い
る
。 

更
に
、
施
設
整
備
に
お
い
て
は
、
建
築
資
材
費
や
人
件
費
の
上
昇
に
よ
り
、
従
来
の
補
助
制
度

で
は
十
分
な
対
応
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、
老
朽
化
が
進
む
施
設
で
は
、
改
修
や
建
替
え
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
財
政
的
な
制
約
か
ら
対
応
が
後
回
し
に
さ
れ
て
い
る
現

状
が
あ
る
。 

こ
う
し
た
課
題
は
、
地
域
住
民
の
暮
ら
し
の
安
心
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
り
、
物
価
高
騰
や
人

材
不
足
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、
全
国
的
に
共
通
す
る
問
題
に
対
し
て
、
制
度
的
な
改
善
と
財
政

的
支
援
を
一
体
的
に
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。 

 

記 

 

一 

介
護
・
福
祉
の
現
場
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、
物
価
高
騰
や
処
遇
改
善
、
人
材
確
保
に
適

時
・
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
臨
時
的
な
報
酬
改
定
や
国
に
よ
る
補
助
制
度
の
創
設
な
ど
、

緊
急
的
な
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。 

 

二 

公
定
価
格
に
つ
い
て
、
物
価
や
人
件
費
の
変
動
に
対
応
し
き
れ
な
い
制
度
上
の
課
題
を
踏
ま

え
、
現
場
の
実
情
を
的
確
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
柔
軟
か
つ
適
切
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
を
導

入
す
る
こ
と
。 

 

三 

建
設
費
等
の
高
騰
に
よ
り
必
要
な
財
源
が
確
保
で
き
ず
、
施
設
の
建
替
え
や
大
規
模
修
繕
が

困
難
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
老
朽
化
へ
の
対
応
や
災
害
対
策
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
整
備
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
施
設
整
備
費
等
の
補
助
制
度
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。
特
に
、
措

置
施
設
で
あ
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
関
し
て
は
、
建
築
資
材
の
高
騰
に
伴
う
配
分
基
礎
単
価
の

一
層
の
引
上
げ
な
ど
、
財
政
支
援
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。 

  

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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